
令
和
４
年
度
の
定
時
総
会
が
６

月
24
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年

度
収
支
決
算
、
理
事
及
び
監
事
の

選
任
の
２
議
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
さ
れ
新
た
な
年
度
が
始

ま
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
は
今
年
、
創
立
35

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

昭
和
62
年
の
創
立
以
来
、
会
員

数
、
契
約
金
額
と
も
に
右
肩
上
が

り
で
推
移
し
、
順
調
に
事
業
実
績

を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
感
染
拡
大
が
長
引
き
、

併
せ
て
異
常
気
象
、
会
員
の
高
齢

化
と
、
こ
の
３
年
間
で
事
業
実
績

を
大
き
く
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
35
年
の
歴
史
の
中
で
こ
れ
ほ

ど
大
き
な
社
会
環
境
の
変
化
は
無

く
、
セ
ン
タ
ー
も
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
社
会
環
境

の
変
化
の
中
で
様
々

な
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は

会
員
の
増
強
と
就

業
機
会
の
拡
大
で

す
が
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
む
中
、

高
年
齢
者
の
就
業

機
会
の
確
保
、
女

性
会
員
の
増
強
は

極
め
て
重
要
な
課

題
で
す
。

こ
う
し
た
課
題

に
セ
ン
タ
ー
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

事
業
推
進
検
討
委
員
会
は
会
員

理
事
10
名
で
構
成
。
理
事
会
の
意

向
を
受
け
て
直
面
す
る
様
々
な
課

題
を
取
り
上
げ
、
事
務
局
と
連
携

し
て
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

委

員

長

篠
原

正
直

副
委
員
長

島
田

靖

委

員

長
谷
川
岩
男

同

紺
野

仁

同

大
塚

佐

同

西
尾

三
男

同

岸

行
男

同

坂
田

晃

同

山
田
美
津
子

同

森
田
あ
つ
子

当
セ
ン
タ
ー
の
最
重
要
課
題
は

安
全
・
適
正
就
業
で
す
。
こ
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
安
全
・

適
正
就
業
推
進
委
員
で
す
。

委

員

長
谷
川
岩
男
（
理
事
）

坂
田

晃

（
理
事
）

森
田
あ
つ
子
（
理
事
）

山
田

昇

（
城
西
持
田
東
）

高
桑

順
男
（
持
田
西
）

新
島

照
代
（
星
河
南
）

松
本

吉
也
（
駒
形
忍
）

須
永

重
信
（
荒
木
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
35

年
の
歴
史
を
綴
っ
た
「
創
立
35
周

年
記
念
誌
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

現
在
、
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
、
記
念
誌
と
記

念
品
を
事
務
局
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

（１） 行田シルバー 令和４年７月１５日発行

公益社団法人行田市シルバー人材センター 行田市旭町１３－２４ ℡０４８－５５６－５２２１

シルバー事業の理念

「自主・自立、共働・共助」

１・ともに働き、ともに助け

合っていくことを目指す

２・地域社会に活力を生み出

し、ひいては地域活性化

につなげていく

３・豊かで積極的な高齢期の

生活と社会参加によるい

きがいの充実を図る

広 報
第３０号

大
き
な
転
換
期
迎
え

新
年
度
ス
タ
ー
ト

安
全
・
適
正
就
業

推
進
委
員
会

事
業
推
進
検
討
委
員
会

６
月
中
に
梅
雨
が
明
け
て
い

き
な
り
猛
暑
。
こ
れ
も
異
常
気

象
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
時
季
、

ま
だ
夏
の
暑
さ
に
体
が
慣
れ
て

い
な
い
た
め
、
熱
中
症
に
か
か

り
や
す
い
と
言
い
ま
す
。

お
さ
ま
り
か
け
て
い
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も
、

こ
こ
に
き
て
急
に
拡
大
。
夏
は

こ
れ
か
ら
本
番
で
、
猛
暑
が
続

き
ま
す
。
特
に
熱
中
症
に
注
意

し
、
十
分
な
健
康
管
理
を
。

熱
中
症
に
注
意
を

記
念
誌
を
配
布
し
ま
す

東秩父下吉田の姫ホタル 撮影 佐藤トミヨ会員



７
月
２
日
、
会
員
64
人
が
参

加
し
て
水
城
公
園
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

平
成
７
年
に
会
員
（
親
睦
会
）

の
自
主
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

地
域
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
、
会
員
の
交

流
を
目
的
に
以
後
年
２
回
、
春

は
古
代
蓮
の
里
で
除
草
作
業
、

秋
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分
か
れ
て

水
城
公
園
や
総
合
公
園
、
さ
き

た
ま
古
墳
公
園
な
ど
の
清
掃
活

動
を
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
30
年
秋
の
さ
き
た

ま
古
墳
公
園
の
清
掃
活
動
を
最

後
に
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
予

防
の
た
め
３
年
間
は
中
止
に
。

今
年
は
、
６
月
末

と
い
う
異
例
の
早
さ

で
梅
雨
が
明
け
て
い

き
な
り
猛
暑
。
こ
の

日
も
早
朝
か
ら
気
温

が
高
い
。

朝
の
８
時
30
分
に

忍
・
行
田
公
民
館
前

に
集
合
し
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
。
空
き
缶

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な

ど
を
約
１
時
間
か
け

て
回
収
。
会
員
が
一

堂
に
会
し
て
活
動
す

る
の
は
３
年
ぶ
り
。

良
い
交
流
の
場
に
な

り
ま
し
た
。

親
睦
会
の
役
員
が
６
月
で
任

期
満
了
と
な
り
、
新
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
（
任
期
は
令
和

４
年
６
月
24
日
か
ら
令
和
６
年

の
定
時
総
会
ま
で
）
。

会

長

紺
野

仁

（
理
事

持
田
西
）

副
会
長

坂
田

晃

（
理
事

星
宮
）

同

岸

行
男

（
理
事

南
部
中
央
）

会

計

大
塚

佐

（
理
事

北
部
南
河
原
）

同

森
田
あ
つ
子

（
理
事

北
部
北
河
原
）

監

査

西
尾

三
男

（
理
事

東
部

太
田
）

同

山
田
美
津
江

（
理
事

北
部
南
河
原
）

７
月
９
日
、
熊
谷
市
葛
和
田

か
ら
利
根
川
を
渡
る
赤
岩
渡
船

に
乗
船
。
こ
の
日
は
気
温
が
35

度
近
い
猛
暑
。
川
面
に
冷
や
さ

れ
た
風
が
心
地
よ
い
。

頭
上
に
舞
う
グ
ラ
イ
ダ
ー
を

見
な
が
ら
対
岸
の
千
代
田
町
へ

渡
る
。

赤
岩
渡
船
場
か
ら
足
を
延
ば

し
て
関
東
屈
指
の
古
刹
・
光
恩

寺
へ
。
山
門
を
入
る
と
移
築
さ

れ
た
荻
野
吟
子
生
家
の
長
屋
門
、

日
本
最
古
と
い
わ
れ
る
鎌
倉
時

代
に
建
立
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
像

の
彫
ら
れ
た
板
碑
が
。

許
可
を
得
て
秘
仏
・
本
尊
不

動
明
王
が
安
置
さ
れ
て
い
る
本

堂
を
見
学
。
天
井
に
描
か
れ
た

海
底
か
ら
上
空
に
昇
る
胎
蔵
竜

王
、
天
か
ら
降
り
て
く
る
金
剛

竜
王
の
70
畳
に
も
及
ぶ
天
井
画

に
圧
倒
さ
れ
る
。

帰
路
に
、
女
性
解
放
の
先
駆

者
で
日
本
初
の
女
医
・
荻
野
吟

子
記
念
館
に
立
ち
寄
り
、
女
史

の
生
涯
を
時
代
に
合
わ
せ
て
解

説
し
た
年
表
や
資
料
を
見
学
。

令和４年７月１５日発行 行田 シルバー （２）

水
城
公
園
で

空
き
缶
な
ど
を
回
収

関
東
屈
指
の
名
刹

光
恩
寺
を
訪
ね
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
同
好
会

親
睦
会
新
執
行
部

ボ
ラ
テ
ィ
ア
活
動

令和３年度収支決算報告

収入の部

会 費 402,200（350名分）

雑 収 入 9（預金利息）

前年度繰越 897,807

合 計 1,300,016

支出の部

事 業 費 5,400 (35周年記念事業）

活動助成金 114,000 (サークル活動）

会 議 費 4,687 (サロン運営費）

慶 弔 費 45,000 (見舞金/弔慰金

合 計 169,087

1,300,016-169,087=1,130,929(差引残額）

次年度への繰越金1,130,929

サークル SC日曜クラブ（卓球）、ゴル

フ愛好会、カラオケ交友会、古文書愛好

会、歴史・文化サークル、ウオーキング

同好会、パークゴルフクラブ


